

































































ている 。 また立った視点で卓上に視線を注ぐと 、 模様の
構造が理解しにくいが、座ると理解 し易くなる側面（底
面） 形状も、そのことを助長している 。
「YAMA Y AMA CENTER PIECE」は処理過程の異な
る竹集成材を交互に積層したセンターピースである。 複
雑な起伏を持たせた形状と、 比較的薄くスライスした材
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